
番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 国道54号 吉田町吉田 交通量が多い。 安全指導 学校 継続

2 市道鎗分大浜線 吉田町吉田 道幅が狭い。車がスピードを出す。 路面表示 安芸高田市 対策済

3 県道吉田邑南線 吉田町多冶比 横断歩道がない。 安全指導 学校 継続

4 県道吉田邑南線 吉田町多冶比 横断歩道がない。 安全指導 学校 継続

5 県道吉田邑南線 吉田町相合 交通量が多い。 安全指導 学校 継続

6 県道勝田吉田線 吉田町多冶比 横断歩道がない。 安全指導 学校 継続

7 県道勝田吉田線 吉田町多冶比 横断歩道がない。 安全指導 学校 継続

8-① 市道西土手左円線 吉田町吉田 見通しが悪い。
①カーブミラーの角度調整

②安全指導
③防護柵の改良（国道54号）

①安芸高田市
②学校

③国土交通省

①対策済
②継続
③対策済

8-② 国道54号 吉田町吉田 横断歩道位置が悪い。横断歩道部にたまりがない。
歩道整備・横断歩道位置変更(調
査・検討中)

国土交通省 長期

9 県道吉田豊栄線 吉田町吉田 横断歩道位置が悪い。交通量が多い。
①カーブミラーの角度調整

②路面表示
①安芸高田市
②広島県

対策済

10 市道郡山線 吉田町吉田 急なカーブがあり、見通しが悪い。道幅が狭い。 安全指導 学校 継続

通学路交通安全プログラム対策一覧(吉田町)

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・国土交通省三次河川国道事務所・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・吉田小学校・PTA

【吉田小学校】

1

平成28年3月31日時点

※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 県道上入江吉田線 吉田町竹原 歩道がない。
①土砂の撤去・防草コンクリート

②区画線の再設置
①安芸高田市
②広島県

対策済

2 市道一本木川本線 吉田町山手 見通しが悪い。車がスピードを出す。 路面表示 安芸高田市 対策済

3 市道小学校西原線 吉田町山手 歩道がない。 歩道設置 安芸高田市 長期

4 市道山手中谷尻線 吉田町山手 見通しが悪い。道幅が狭い。 安全指導 学校 継続

5 市道宮ノ城南田線 吉田町川本 橋が狭い。歩道がない。 橋の一部を拡幅 安芸高田市 長期

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 市道東沖原線 吉田町常友 橋の幅員が狭い。 歩道設置 安芸高田市 短期

2 国道54号 吉田町常友 交通量が多い。歩道が途中で途切れる。 歩道設置 国土交通省 短期

【可愛小学校】

2

平成28年3月31日時点

【吉田中学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・国土交通省三次河川国道事務所・安芸高田警察署・吉田中学校・PTA

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・可愛小学校・PTA

※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 県道勝田吉田線 八千代町勝田 急なカーブがあり、見通しが悪い。 路面表示・看板設置 広島県 対策済

2 国道54号 八千代町勝田 急なカーブがあり、見通しが悪い。 安全指導 学校 継続

3 国道54号 八千代町勝田 交通量が多い。歩道が狭い。
道路反対側の歩道整備・

区画線の再設置
国土交通省 対策済

4
県道浜田八重可部

線
八千代町勝田 急なカーブがあり、見通しが悪い。車のスピードが速い。

①カラー舗装・カーブミラーの設置
②安全指導

①広島県
②学校

①対策済
②継続

5 国道54号 八千代町勝田 交通量が多い。車のスピードが速い。 安全指導 学校 継続

6 市道川井田線１号 八千代町勝田 川が増水することがある。 通学路変更 学校 継続

7 市道勝田根之谷線 八千代町佐々井 道幅が狭い。車のスピードが速い。 歩道設置 安芸高田市 短期

8 市道谷の城線 八千代町佐々井 見通しが悪い。車のスピードが速い。 カラー舗装・路面表示 安芸高田市 対策済

通学路交通安全プログラム対策一覧(八千代町)
平成28年3月31日時点

【刈田小学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・国土交通省三次河川国道事務所・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・刈田小学校・PTA
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※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 市道勝田根之谷線 八千代町上根 道幅が狭い。車のスピードが速い。 路面表示 安芸高田市 対策済

2
市道大地原沼内線・
三本木薮崎線

八千代町上根 トンネル内が暗い。 照明灯の点灯時間を早める 安芸高田市 対策済

3
県道浜田八重可部

線
八千代町上根 横断歩道がない。 安全指導 学校 継続

4 市道勝田根之谷線 八千代町上根 道幅が狭い。車のスピードが速い。見通しが悪い。 路面表示 安芸高田市 対策済

5
県道千代田八千代

線
八千代町上根 見通しが悪い。 安全指導 学校 継続

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 市道勝田根之谷線 八千代町佐々井 見通しが悪い。 路面表示 安芸高田市 対策済

2 市道竹丸線 八千代町下根 道幅が狭い。 安全指導 学校 継続

3
県道浜田八重可部

線
八千代町上根 大型車両の交通量が多い。 路面表示 広島県 対策済

4

【根野小学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・根野小学校・PTA

【八千代中学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・八千代中学校・PTA

平成28年3月31日時点

※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 県道吉田邑南線 美土里町北 歩道がない。急カーブがある。 看板設置・土砂の撤去 広島県 対策済

2 県道吉田邑南線 美土里町本郷 歩道がない。 歩道設置 広島県 短期

3 国道433号 美土里町北 バス停の路肩が狭い。 安全指導 学校 継続

4 市道下市重信線 美土里町横田 道路幅が狭い。ガードレールがない。 路肩補強・ガードパイプ設置 安芸高田市 対策済

5 県道金屋壬生線 美土里町本郷 車のスピードが速い。 カラー舗装 広島県 短期

6 県道吉田邑南線 美土里町横田 横断歩道がない。 通学路変更 学校 継続

7 市道柏原線 美土里町北 カーブが多く、見通しが悪い。 区画線の再設置 安芸高田市 対策済

8 国道433号 美土里町北 バス停の路肩が狭い。 安全指導 学校 継続

9 県道吉田邑南線 美土里町横田 幅員が狭い。 歩道設置 広島県 長期

通学路交通安全プログラム対策一覧(美土里町)
平成28年3月31日時点

【美土里小学校・美土里中学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・美土里小学校・美土里中学校・PTA
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※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 国道433号 高宮町佐々部 見通しが悪い。 区画線の再設置・路面表示 広島県 対策済

2 国道433号 高宮町佐々部 交通量が多い。見通しが悪い。 路面表示 広島県 対策済

3 県道甲田作木線 高宮町佐々部 歩道がない。 区画線の再設置・看板設置 広島県 対策済

4 県道甲田作木線 高宮町佐々部 歩道の一部を車が通過する。 安全指導 学校 継続

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 国道433号 高宮町佐々部
急な坂になっており、途中、急なカーブがある。歩道
が途中で途切れる。

①区画線の再設置・看板設置・土砂
の撤去　②安全指導

①広島県
②学校

①対策済
②継続

2 市道西田柆原線 高宮町佐々部
急な坂になっており、途中、急なカーブがある。幅員

が狭い。
区画線の設置・カラー舗装 安芸高田市 対策済

3 市道勘部細河内線 高宮町房後
急な坂になっており、途中、急なカーブがある。幅員

が狭い。
路面表示 安芸高田市 対策済

4 市道勘部細河内線 高宮町原田 急なカーブがある。幅員が狭い。 安全指導 学校 継続

5 国道433号 高宮町佐々部
急な坂になっており、途中、急なカーブがある。幅員

が狭い。
路面表示・カラー舗装 広島県 対策済

【高宮中学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・高宮中学校・PTA

通学路交通安全プログラム対策一覧(高宮町)
平成28年3月31日時点

6

【船佐小学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・船佐小学校・PTA

※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 国道54号 甲田町上甲立 大型車が左折時、児童に気付かないことがある。 安全指導 学校 継続

2 県道世羅甲田線 甲田町上甲立 信号無視する車が多い。 安全指導 学校 継続

3 市道上甲立線 甲田町上甲立 道路幅が狭い。 区画線の設置・カラー舗装 安芸高田市 対策済

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1
県道吉田口停車場

線
甲田町下小原 車のスピードが速い。見通しが悪い。

①看板設置・路面表示
②区画線の修繕　③安全指導

①広島県②安芸
高田市③学校

①・②対策済
③継続

2 県道広島三次線 甲田町下小原 交通量が多い。車のスピードが速い。見通しが悪い。 路面表示・区画線の再設置 広島県 対策済

3 市道日南線 甲田町下小原 橋の幅員が狭い。 区画線の設置・カラー舗装 安芸高田市 対策済

通学路交通安全プログラム対策一覧(甲田町)
平成28年3月31日時点

【小田小学校】

【甲立小学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・国土交通省三次河川国道事務所・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・甲立小学校・PTA
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※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・小田小学校・PTA



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 県道広島三次線 甲田町上小原 歩道がない。交通量が多い。車のスピードが速い。 区画線の再設置・カラー舗装 広島県 対策済

2 市道篠原上組線
甲田町上小原～

下小原
橋の幅員が狭い。歩道がない。

区画線の設置・カラー舗装・路面表
示

安芸高田市 対策済

3 県道世羅甲田線 甲田町高田原 交通量が多い。見通しが悪い。 ①カラー舗装　②安全指導
①安芸高田市

②学校
①対策済
②継続

4 市道高林坊線 甲田町高田原 見通しが悪い。 安全指導 学校 継続

5 市道平佐井才田線 甲田町高田原 踏切前後の道路幅が狭い。見通しが悪い。
①区画線の再設置・カラー舗装

②安全指導
①安芸高田市

②学校
①対策済
②継続
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【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・小田東小学校・PTA

【小田東小学校】

※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。



番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 備考

1 県道吉田豊栄線 向原町戸島 大型車両の交通量が多い。歩道が狭い。 通学路変更 学校 継続

2 市道向原上通り線 向原町戸島 路肩が狭い。 順次道路拡幅 安芸高田市 長期

3 県道吉田豊栄線 向原町坂 歩道が途中で途切れる。 歩道設置 広島県 短期

4 市道向原上通り線
向原町坂～

戸島
道路幅が狭い。 区画線の再設置・カラー舗装 安芸高田市 対策済

5
市道梨之木宮ノ下

線
向原町坂 歩道がない。幅員が狭い。 通学路変更 学校 継続

6 県道吉田豊栄線 向原町戸島 歩道がない。幅員が狭い。 歩道設置 広島県 長期

通学路交通安全プログラム対策一覧(向原町)
平成28年3月31日時点

【向原小学校・向原中学校】

【対策検討メンバー】教育委員会・すぐやる課・危機管理課・広島県西部建設事務所・安芸高田警察署・向原小学校・向原中学校・PTA
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※備考欄：「短期」とは3年以内を目安に対策を実施するもの。「長期」とは対策の完了まで長期間要するもの。「継続」とは継続して対策に取り組むもの。「対策
済」とは、対策の完了したもの。


